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「第５回羽沢駅周辺地区まちづくり協議会」を開催しました！「第５回羽沢駅周辺地区まちづくり協議会」を開催しました！

ワークショップの流れ

第５回羽沢駅周辺地区まちづくり協議会を開催し、前回に引き続き「将来の目標や

姿」について検討しましたので、その内容についてご報告いたします。

開催日時やテーマなどは、以下のようになっています。

【発行日】平成21年６月
【発 行】羽沢駅周辺地区まちづくり協議会
【お問い合わせ先】
羽沢駅周辺地区まちづくり協議会事務局
・神奈川区区政推進課 TEL 411-7028 FAX 314-8890
・保土ケ谷区区政推進課 TEL 334-6374 FAX 333-7945

① これまでの意見として出された地区の問題点などから導かれる課題を踏まえ、どのようなまちの

姿が望ましいのかについて検討しました。

② より詳細にまちの姿を検討するため、２つのテーマに分かれて議論していきます。

③ 作成した将来のまちの姿を実現していくためにはどうすれば良いのか、 検討していきます。

④ これらの検討をまとめていき、平成21年度末を目標に地区プラン（協議会案）として作成します。

みなさんのご意見を反映させながら、地
区プランを作成したいと考えております。
普段感じられている羽沢駅周辺地区につ

いてのご意見を、事務局まで是非お寄せく
ださい。

① 前回の協議会では、主に「将来の土地利用」について議論しました。今回はどのよう
な規模の道路や公園を、どのように配置していくとよりよいまちにできるの
かについて話し合いました。

日 時 ： ２００９年５月２０日（水） １８時３０分～２０時３０分

会 場 ： 神奈川土木事務所

テ ー マ ： 「将来のまちの目標や姿を考えよう！」

日 時 ： ２００９年５月２０日（水） １８時３０分～２０時３０分

会 場 ： 神奈川土木事務所

テ ー マ ： 「将来のまちの目標や姿を考えよう！」

日 時 ： ２００９年７月２２日（水） １８時３０分～２０時３０分

テ ー マ ： ① 既存住宅地のまちづくりについて考えよう！
② 地区内の自然と都市のバランスについて考えよう！

会 場 ： 神奈川土木事務所

次回協議会の予定

話し合いの風景

② 前回の議論も含め、羽沢駅周辺地区のまちづくりをどうしていくのが良いのか、お互いの

グループでまとまった内容を発表し、メンバー全員で考え方を共有しました。

神奈川区ホームページ内に『羽沢駅周辺地区まちづくり』のページを開設しています。

保土ケ谷区ホームページからもリンクしており、協議会ニュースのバックナンバーも見られますので、

是非アクセスして下さい！

神奈川区役所 区政情報 まちづくり 羽沢駅周辺地区まちづくり

保土ケ谷区役所 まちづくり 羽沢駅周辺地区まちづくり

次回は「より詳細なまちの姿」について議論します！次回は「より詳細なまちの姿」について議論します！

Ａグループの作業風景

グループ発表の風景

【今後の予定】

Ｂグループの作業風景

第１ステップ まちの良いところ、悪いところを見つけよう！

第２ステップ 実際にまちの中を歩いて確認してみよう！

第３ステップ 将来のまちの目標や姿を考えよう！

第４ステップ 実現方策やまちづくりのアイデアを考えよう！

第５ステップ 協議会案をまとめよう！
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羽沢駅周辺地区まちづくりのホームページが開設されています！
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北側に大き
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と良い
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羽沢駅周辺地区の将来の姿を考えました！羽沢駅周辺地区の将来の姿を考えました！

Ａグループ

羽沢・菅田から
新駅に向う道
路が必要

羽沢・菅田から
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路が必要

大池道路と環状２
号線をつなぐ道路
が必要

大池道路と環状２
号線をつなぐ道路
が必要

国大と新駅を
つなぐルート
確保

国大と新駅を
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確保

既成市街地から新
駅へのルート確保
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駅へのルート確保
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を検討
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国大そばの大通り
は歩道設置などを
考えなければいけ
ない
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ない

Ｂグループ

住宅地と
して守って
いき、環境
も改善
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も改善

道路を造って
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ないように
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も住宅地の
環境を悪くし
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しないと農業
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スロータリーで
なくても良い
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べき（直売や排
水処理は必要）

緑地の回遊と考え
れば、農地も公園
の役割を担える

緑地の回遊と考え
れば、農地も公園
の役割を担える

環状２号線と大池道
路を南北につなぐ
ルートがあると良い

環状２号線と大池道
路を南北につなぐ
ルートがあると良い

今ある道路を使っ
て最短距離を通し
てはどうか

今ある道路を使っ
て最短距離を通し
てはどうか

駅と国大をつ
なぐ歩行者用
道路を整備

駅と国大をつ
なぐ歩行者用
道路を整備

新駅周辺新駅周辺 住宅地住宅地 公園、農地公園、農地 その他
（道路、公園など）

その他
（道路、公園など）

意見の色区分

２つのグループに分かれて、『羽沢駅周辺地区のまちの姿』を検討しました。それぞれ

のグループで出された意見を整理して、それぞれでまとめたものをお知らせします。

なお、これらはまちづくり協議会で検討しているものであり、決定したものではありません。

今後、これらの意見をもとに地区プラン（協議会案）を作成します。

次回の検討内容

２回にわたって『まちの姿』を検討してきましたが、その中で浮かび上がってきた、次の２点に

ついて、新たに２つのグループに分かれて、テーマごとにより詳細に検討していきます。

○ 既存の住宅地を守っていくため、将来的にどのようなまちなみをイ

メージしていくのが良いか検討していきます。

○ この地区の自然と都市の望ましいバランスを住民のみなさんの視点

から検討し、保全すべき自然環境や農地について考えていきます。

１班

２班

低層の住宅地を
守っていく

低層の住宅地を
守っていく

土地利用

商業施設の立地商業施設の立地

駅周辺への商業
施設の配置

既存の農地を保全既存の農地を保全

営農意欲の高い人
に農地が回ってい
くようになると良
い

営農意欲の高い人
に農地が回ってい
くようになると良
い

荒れている農地も
あり、新しい農家
が入って生産活動
できると良い

荒れている農地も
あり、新しい農家
が入って生産活動
できると良い

農地とそうでない
土地利用、双方の
意見がある
（南側農地）

農地とそうでない
土地利用、双方の
意見がある
（南側農地）

市街化と保全で
半々の意見

市街化と保全で
半々の意見

住宅地の保全
環境改善

新幹線周辺の農
地の利用検討

西側は市街化の希
望が多い

西側は市街化の希
望が多い

北側・南側農地
の保全

駅の開業に合わせ
た道路網の整備
（段階的でも）

駅の開業に合わせ
た道路網の整備
（段階的でも）

道路

補助幹線道路

歩道が設置されれ
ば自転車も、もう
少し使える

歩道が設置されれ
ば自転車も、もう
少し使える

理想形をもとに、
実現可能性を検
討した計画として
いきたい

理想形をもとに、
実現可能性を検
討した計画として
いきたい

駅までの交通の便
を向上させていく
ことが必要

駅までの交通の便
を向上させていく
ことが必要

駅へのアクセス

道路を整備してい
き、地区の利便性
を高めて将来的に
にぎわうと良い

道路を整備してい
き、地区の利便性
を高めて将来的に
にぎわうと良い

安全安心なまちと
するため、適正な
間隔での道路確保
を検討

安全安心なまちと
するため、適正な
間隔での道路確保
を検討

主要区画道路

道路拡幅などで、
敷地が減る分を容
積率の緩和などで
対応

道路拡幅などで、
敷地が減る分を容
積率の緩和などで
対応

実現策の提案

子供たちが遊べる
規模の公園が必
要

子供たちが遊べる
規模の公園が必
要

公園

多様な遊びができ
るように公園の造
り方を工夫

多様な遊びができ
るように公園の造
り方を工夫

遊具の設置よりも
規模の確保が必
要

遊具の設置よりも
規模の確保が必
要

新駅予定地新駅予定地

農地を潰して道路を
造るのではなく、今
ある道路を活用して
も良いのではないか

農地を潰して道路を
造るのではなく、今
ある道路を活用して
も良いのではないか


